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稲田 勤 ），有田 未来 ）
要 旨
視空間認知障害をもつ小児のための色積木を用いた訓練教材を開発し， 症例に対して訓練を行った．評価
は の処理過程尺度の同時処理，下位検査項目の絵の統合，模様の構成，位置さがしを評価基準とし，
また， 項目の総合得点を空間得点として使用した．結果， 症例の各指標の平均変化は，同時処理 ，
空間得点の絵の統合 ，模様の構成 ，位置さがし ，空間得点 であった．
の同時処理 であったことは，本研究の訓練課題が視空間認知の向上に貢献できたと考えられ
た．また，空間得点では，模様の構成，位置さがしで 症例とも向上したことは本研究の訓練課題が，模様の
構成，位置さがしに影響したと考えられた．さらに，本研究の訓練課題が，絵の統合には影響を及ぼさなかっ
たことが示された．
キーワード 視空間認知障害，不器用，低出生体重， ，色積木
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【はじめに】
視空間認知や空間定位に関する障害は学校での学
習場面に影響を及ぼすといわれている．視空間認知
に問題をもつ障害について，永井 ）は， 症
候群ではなぞり書きはできても模写はできないとい
う空間認知障害の状況を報告している．また，
ら ）は，パソコンモニターに現れる線の定
位を視覚的判断に基づき行う課題を 症候群
女性と健常女性に実施し，健常女性に比べ
症候群女性は空間定位の能力が低下していることを
示している．
症候群および 症候群は遺伝子欠
損が原因であるが，先天的な異常がない場合にも視
空間認知に問題が起こる場合も見受けられる．斎藤
ら ）は神経学的後障害のない極低出生体重児 例を
対象に学童期における学習障害の出現率と学習の問
題点について検討し，学習障害と判断された 名の
うち 例が非言語性学習障害で，注意集中力，視空
間認知，視覚運動協応に問題が認められたと報告し
ている．また，大石 ）は，はっきりとした神経学的
症状がみられないにもかかわらず，手足の動作が不
器用で，それが日常生活や学習面になんらかの影響
を及ぼしている小児 症例について，フロスティッ
グ視知覚発達検査，図形模写，ブロックの階段構成
を用いて，視空間認知を基礎とした構成行為の評価
を行った結果，問題がみられたことを報告している．
さらに，塚本ら ）は， 歳の極低出生体重児に
（ ），フロスティッグ視知覚発達検査を実施
し，神経学的および知能において正常でも視知覚の
発達に遅れがあることを指摘している．
視空間認知障害は様々な障害や症候群，また，はっ
きりとした診断のつかない不器用児にもみられる
が，訓練方法はほとんど紹介されていない．そこで
本研究では，幼児期 学童期の小児に対して，視空
間認知障害を改善するための訓練教材を開発し，ま
た，その効果を検討することを目的とした．
【方 法】
．視空間認知評価の指標
ら ）は， 視空間認知評価の指標として，
の下位検査項目のうち，絵画完成，絵画配
列，積み木模様，組合せを用いている．絵画完成，
絵画配列は知識に左右される側面が強く，視空間認
知の評価項目として疑問が残る．本研究では，症例
の生活年齢，発達年齢を考慮し，心理・教育アセス
メントバッテリー（
，以下， ）の下位検査項
目のうち，絵の統合，模様の構成，位置さがしを評
価基準として使用した．また，絵の統合，模様の構
成，位置さがしの得点を合わせたものを空間得点と
した．
絵の統合は，部分的に欠けている物の影絵を見せ，
子どもはそれが何の絵であるかを答える課題であ
る．模様の構成は，決められた数の三角チップを使っ
て，提示された見本と同じ形を作る課題である．位
置さがしは，いくつかの絵がかかれているページを
見せ，次ページの升目で絵のあった位置を全て指差
す課題である．
．訓練教材の作成
）訓練教材の作成上の注意点
図 に の模様の構成，本研究の訓練教材
の例を示した． の模様の構成のチップは，
表が黄色，裏が青の直角二等辺三角形で構成されて
いる． の模様の構成の特徴は，構成要素の
中に直角二等辺三角形の斜辺，つまり，斜めの線が
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図 の模様の構成と本研究の色積木の訓練教
材の例
用いられていることにある．訓練教材作成では，評
価するための検査項目と似すぎた訓練教材を用いた
場合，純粋な訓練効果でなく，単なる練習の成果が
表れてしまうことに注意する必要がある．そこで今
回は，直角二等辺三角形を用いない訓練教材を作成
するようにこころがけた． で斜辺として構
成されている斜めのラインを，立方体を斜めに並べ
ることで対応した．
）訓練教材
訓練教材には， 辺が の木製の立方体を使
用した．立方体は赤，黄，緑，青の色で構成した．
）訓練構成図
図 に訓練構成図（ ）を示した．各
は の色積木見本で構成した． は，
白地に描かれた黒枠の上の赤色部分に，赤色の立方
体を見本通りに置いていく課題である． ，
は，枠のない白い紙の上に，立方体を見本通りに
作る課題である． では黄色と赤色の立方体
を使い， では緑色と赤色の立方体を使用し
た． では，立方体の斜め構成が訓練の
目的であり，また，立方体を並べる順番を 上から
と 左から 始めることをルールとして，見本を見
るときの視覚的走査に重きをおいた． は立
方体の立体構成で，前から 個までは青色，黄色，
赤色の立方体を使用した． 個目からは黄色と赤色
の立方体を使用した．最後の では，立方体
の角度（回転）と距離の訓練を目的とした．色は赤
色のみを使用した．
それぞれの の到達基準は，正確に見本を再
生できるようになることとし，できない項目は繰り
返し練習を行った．
．症例
）症例
男児．出生時体重 ．正常分娩で出産．新生
児黄疸が強く光線療法を受け，保育器に約 日間
入っていた． ヵ月後に退院し，肝機能障害のため
投薬が行われた．その他の既往歴はなし．医学的所
見は斜視，弱視，現在は手術を行い，状態は良好．
言語病理学的診断名はなし． 歳児検診，育児相談，
保健所での相談でも医学上の問題点がはっきりせ
ず， 施設を紹介され，ことばの遅れを主訴とし，
年半，月 回のペースで言語訓練を受けたが
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図 色積木の訓練構成図
変化は見られなかった．寝返り ヵ月，這い這い ヵ
月，座位 ヵ月，立位 ヵ月，独歩 ヵ月，コップ
で飲む 歳半，ボタンはめ 歳，発語は，
語は 歳， 語文は 歳であった．
訓練開始時 歳 ヵ月，再評価時 歳 ヵ月で，
原則として週 回 分訓練を実施した．訓練開始時
の視覚空間認知の状況は，簡単な積木の模様の構成
ができず，また，積木を並べる順番を指示しても，
順番どおりに並べることが困難であった．鉛筆やク
レヨンでの描画は極端に拙劣であった．数字のカウ
ントでは，数える対象を指でおさえながらでも，数
え間違いをしていた．訓練開始時，医師の診断はこ
とばの遅れであったが， 歳時に発達性協調運動障
害の診断があった．
訓練開始時の では，継次処理 ，同時処
理 ，認知処理 ，習得度 であった．
）症例
男児．在胎 週，帝王切開で出産．出生体重 ，
超低出生体重児． 点（ 分）， 点（
分）．未熟児くる病で産科フォロー．利き手は左手．
主訴は，小学校での学習の遅れ，不器用．
訓練開始時 歳 ヵ月，再評価時 歳 ヵ月で，
原則として週 回 分訓練を実施した．訓練開始時
の視覚空間認知の状況は，積木を順番どおりに並べ
ることは可能であったが，簡単な積木の模様の構成
ができなかった．鉛筆での丸，三角，四角の描画は，
筆跡がふるえたようにギザギザで，輪郭も若干ゆが
んでいた．言語病理学的な診断名はついていないが，
主治医からは超低出生体重児のフォローアップで学
習面の援助の依頼があった．
訓練開始時の では，継次処理 ，同時処
理 ，認知処理 ，習得度 であった．
）症例
女児．在胎 週，帝王切開で出産．出生体重 ，
極低出生体重児． 点（ 分）， 点（
分）．人工呼吸管理を行った．利き手は右手．主訴は，
小学校での学習の遅れ，不器用．
訓練開始時 歳 ヵ月，再評価時 歳 ヵ月で，
原則として週 回 分訓練を実施した．訓練開始時
の視覚空間認知の状況は，積木を順番どおりに並べ
ることは可能．しかし，簡単な積木の模様の構成が
できなかった．鉛筆での丸，三角，四角の描画は，
筆跡がふるえたようにギザギザで，輪郭も若干ゆが
んでいた．言語病理学的な診断名はついていないが，
主治医からは超低出生体重児のフォローアップで学
習面の援助の依頼があった．
訓練開始時の では，継次処理 ，同時
処理 ，認知処理 ，習得度 であった．
【結 果】
症例
は最初の から順序通りに作ることができ
なかった．そのため まで各 回訓練を実施し
た． では と同様最初の から順序通
りに作ることができなかった．各 回繰り返すこと
でクリアーした． では は各 回練習
し， は各 回実施することでクリアーした．
では までは順調にクリアーしたが，
までは 回の練習を行った． 以降の 段組みの立
体積木見本で，上段と下段に斜め構成のあるものは，
クリアーするのに時間がかかった． は生活
年齢（ 歳）を考慮し，実施しなかった．
症例
は全て 回でクリアーした． では
は 回練習を行い， では 回繰り返すこ
とでクリアーした． では， 個構成の
以降が構成できなかった．そのため， はそ
れぞれ 回， はそれぞれ 回練習を繰り返し
た． では までは順調にクリアーしたが，
までは 回の練習を行った． 以降の 段組
みの立体積木見本で，上段と下段に斜め構成のある
ものは，クリアーするのに時間がかかった．
は距離感覚と積木の角度を合わせることがなかな
かできず，平均 試行以上の練習が必要であった．
症例
は全て 回でクリアーした． では
で構成できなかったが， 回繰り返すことでク
リアーした． では， 個構成の 以降
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が構成できなかった．そのため， はそれぞれ
回， はそれぞれ 回練習を繰り返した．
では までは順調にクリアーしたが， 以
降の 段組みの立体積木見本で，上段と下段に斜め
構成のあるものは，クリアーするのに時間がかかっ
た． は距離感覚と積木の角度を合わせるこ
とがなかなかできず，平均 試行以上の練習が必要
であった．
【考 察】
表 に 症例の による訓練前，訓練後の
処理過程の指数および空間得点の変化，また，それ
ぞれの指標での 症例の平均変化を示した．
症例 では，継次処理 から ，同時処理 から
，認知処理 から ，習得度 から にそれぞれ
向上した．空間得点では，絵の統合 から で
ポイント，模様の構成 から ，位置さがし から
，空間得点 から と，絵の統合以外は向上した．
症例 では，継次処理 から ，同時処理 か
ら ，認知処理 から ，習得度 から で，習
得度以外はそれぞれ向上した．空間得点では，絵の
統合 から ，模様の構成 から ，位置さがし
から ，空間得点 から にそれぞれ向上した．
症例 では，継次処理 から ，同時処理 か
ら ，認知処理 から ，習得度 から で，習得
度以外はそれぞれ大きく向上した．空間得点では，
絵の統合 から ，模様の構成 から ，位置さが
し から ，空間得点 から にそれぞれ向上した．
症例の各指標の平均変化は，継次処理 ，
同時処理 ，認知処理 ，習得度
であった．空間得点では，絵の統合 ，模様の
構成 ，位置さがし ，空間得点 で
あった．
の同時処理は，今回の視空間認知の検査
項目を全て含んでいるが， 症例の同時処理の平均
変化が であったことは，本研究の訓練課題
が視空間認知の向上に貢献できたと考えられた．ま
た，空間得点では，模様の構成，絵の統合では，
症例とも向上したが，位置さがしでは症例 で
ポイント，症例 では ポイントという結果と
なった．このことは本研究の訓練課題が，模様の構
成，位置さがしでは能力の向上に貢献でき，絵の統
合には影響を及ぼさなかったことが考えられた．
【文 献】
）永井知代子，岩田 誠・他 症候群の
視覚認知障害 なぜトレースできて模写できな
いのか ．神経心理学 ， ．
）
）斎藤さつき，奥野美和・他 学童期極低出生体
重児の予後に関する研究 学習障害との関わり
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表 訓練前後の処理過程，空間得点，平均変化表
検査項目
症例 症例 症例
症例の平均変化
前 後 変化 前 後 変化 前 後 変化
処
理
過
程
継 次 処 理
同 時 処 理
認 知 処 理
習 得 度
空
間
得
点
絵 の 統 合
模様の構成
位置さがし
空 間 得 点
について．聖隷浜松病院医学雑誌 （ ）
， ．
）大石敬子 学習能力障害の臨床像（類型）
（不器用児）．小児科
，
）塚本妙子，岩本直子・他 歳の極低出生体重
児における精神発達の特徴 および
検査からの検討 ．小児の脳と神経
， ．
）
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